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２０１３年5月22日午後７時（グリニッジ標準時）まで記事差し止め
小型で高速の草食恐竜が当時の生態系への理解を広げる
メリーランド州バセスダ（２０１３年四月）－
恐竜は大型でどう猛だと思われがちだが、新しい研究によってこれまで見過ごされてきた小型恐竜の多様性が注目されている。トロント大学、王立オンタリオ博物館、クリーブランド自然史博物館、そしてカルガリー大学から成る研究チームが古脊椎動物学ジャーナルに新種の恐竜を記載した。この種はこれまでカナダから見つかった草食恐竜の中で最小だ。この新種、アルバータドロメウス・シンターサスは後脚の一部およびその他の骨格要素に基づいており、速く走ることが出来たと考えられる。全長１．６メートル、体重１６キログラムというのは七面鳥くらいの大きさである。
アルバートドロメウスが棲んでいたのはおよそ七千七百万年前の白亜紀後期の、現アルバータ州南部である。アルバートドロメウス・シンターサスというのは「足の骨が癒合したアルバータの走者」という意味だ。近縁のカモハシ竜といった大型の鳥脚類と異なり、下脚の骨が２本癒合したことで速くてすばしこい二脚走者となった。この恐竜は当時の生態系の中で最小の草食恐竜で、速く走ることで肉食恐竜から逃げていたのではないかと研究者たちは仮定している。
アルバートドロメウスを２００９年に発見したのは論文共著者でもある王立オンタリオ博物館のデイビッド・エヴァンズで、クリーブランド自然史博物館のマイケル・ライアンと共同で白亜紀後期における北米での恐竜進化を調査中のことだった。白亜紀当時、恐竜の多様性は大型の草食恐竜で占められていた。

どうして七千七百万年前の北米からは、ほんのわずかな小型恐竜しか見つかっていないのか。小形動物が稀にしか化石として残らないのは、その骨が大型動物のものより華奢で化石になる前に破損してしまうことが多いからである。「以前に我々が行った研究から、小形動物は化石として残りにくいということが分かっています。」と主著者、トロント大学のカレブ・ブラウンは言う。「われわれは今ようやく隠された多様性を明らかにし始めたところです。これら小型鳥脚類の化石は珍しいだけでなく破損していますが、それでも当時の生態系について、とても重要な情報をもたらしてくれます。」
小型恐竜についての理解が比較的進んでいないのは、上記した化石化のプロセス（腐敗や保存にかかわるもの）および化石採集の偏りによる。小型の骨格は肉食動物、スカベンジャー、風化などによって破壊されやすいため化石になる数が少ないのに加えて、小さい動物化石は大きなものよりも見つけにくいという訳だ。
「アルバートドロメウスは恐竜類の食物連鎖の中では最下位に近かったかもしれませんが、こういった恐竜抜きではティラノサウルス・レックスのような巨大な恐竜は存在しえませんでした。」とマイケル・ライアンは語る。「恐竜類の生態系がどういう構造をしていたかについての我々の知識は、どのような化石が保存されているかにかかっています。アルバートドロメウスのように断片的とはいえ重要な標本が指し示すのは、恐竜の多様性や群落構造を我々はようやく理解し始めたに過ぎないということです。」
「このような小型の恐竜が例えばウサギのようなニッチを占めることで、主要ではあるものの目立たない位置を生態学的共同体の中で占めていたことは想像に難くありません。」と、カルガリー大学のアンソニー・ラッセルは語った。
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古脊椎動物学会（Society of Vertebrate Paleontology）について
１９４０年に３４人の古生物学者によって創立された当学会には今では２３００人以上の会員がおり、専門家、学生、芸術家、化石成型技術者など、古脊椎動物学に興味を持つ様々な人々によって構成されています。当学会は科学および教育のためのみに組織され、古脊椎動物学を推進することを目的としています。
古脊椎動物学ジャーナル（Journal of Vertebrate Paleontology)
古脊椎動物学ジャーナル（The Journal of Vertebrate PaleontologyまたはJVP）は古脊椎動物学を主導する学術誌であり、古脊椎動物学会の最も重要な出版物です。１９８０年にジリ・ジデック（Jiri Zidek）によって創刊され、古脊椎動物学全般の多岐にわたる研究成果を出版しています。
論文の全文は次のアドレスから無料で見ることが出来ます: http://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/02724634.2013.746229#.UZzxoMiRNQA
http://www.tandfonline.com/doi/pdf/10.1080/02724634.2013.746229
当該論文は古脊椎動物ジャーナル33号3巻（Taylor and Francis出版）に掲載されています。
論文引用例: Brown CM, Evans DC, Ryan MJ, and Russell AP. 2013. New data on the diversity and abundance of small-bodied ornithopods (DINOSAURIA: ORNITHISCHIA) from the Belly River Group (Campanian) of Alberta. Journal of Vertebrate Paleontology 33(3):1-26.
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